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(1) 引き算された C--M 方程式が新しい解をもっための必要十分条件が与えられた口そして現在 C-M




























(1) íヨ|き算 J の技巧によって新しいパラメーターが導入され，また新しい解が導かれる場合がある。
(2) 上記の技巧によって出てくる不定性法子圭の不安定粒子が散乱過程の巾途で現われることに相当する
場合があるの






この論文はハミルトニアンを用いる従来の正準理論と， C←M の方法との関係を調べ， C-M の方法が，
前者のかわりとしてどの程度まで，より一般的であり，またどれだけ有効なものであるかを知るのに大き
な寄与をしたものである口理学博士の学位論文として十分な価値があるものと認める。
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